
第40回大会〕

E 11

注

に

そ

か

部

と

の

こ

れ

も

済

ら

き

題

目

目し

経済

関わ

の分

にす

力｀

の落

の災

糸吉

墜落

れら

でと

ない

成長

の安

く進

とな

E 12

教

コ

学

さ

告

住

を

大

と

内

常

市

期

用

析

栄

【目

育の

ース、

科・

れる

は住

環境

目的

【方

学の

に、

容、

勤・

販の

大学

され

も行

【結

養士

５月29日（日） 第２会場　午前9:00～12:00
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告は、住居内あるいは住居に関わる災害の中でも、いわゆる日常災害に

常災害は、人為的な原因によっておこる災害であり、人間の生活・技術

りをもつことが多い。今回は、日常災害のなかでも特に重大である生命

心に、新聞の記事からあらい出しを行い、それらを類型化するとともに

動向を把握し、現時点における日常災害に対処するための留意点を明ら

1去　　昭和23年８月から昭和62年９月までの朝日新聞縮刷版の記事から、外壁の一

下現象や、住居等の内部で起こる災害すぺてを抽出し、それらを資料にして年代ご

害の傾向を調べ、その要因と当時の社会状況とを比較対照している。

5!　・ ・号一擲ｉ　　日常災害の主なものは、床や天井の落下事故、窓やベランダから

事故、エレベーターやエスカレーターの事故、および乳幼児の家庭内の事故であり

災害のあらわれ方は年代によって多少異なっている。戦後の日常災害を時間的な流

らえるとそれらの災害の性格により3期に分けることができる。第１期は、戦後間

頃で、建築物自体が貧弱であり、老朽化している時期でもある。第２期は、高度経

期であり、多くの機械類が､開発され、住宅が高層化され始めたが、その一方でそれ

全性がまだ完全には保証されていない時期である。第３期は、それらへの対策が大

展し、安全性が高まってはきたが、今度は使用者側の安全に対する配慮の不足が間

ってきた時期である。これは現在においても引き続いていえることである。
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系短期大学における住環境

ぱれて久しい。最近、住居

リアコースなどの住居関連

－スなどが新設（改組転換〉

学も見受けられる。そこで、本報

境教育の現状を把握し、よりよい

成に資するための方向を探ること

している。

】近畿２府５県にある家政系短期

生便覧、開講科目一覧表などをも

短期大学で開講されている科目名、

位数、必修選択の別、担当教員の

常勤別、専攻などを調べた。また、

大受験生向ガイドブック、私立短

会

可

た.
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などの資料、テキストとして使

能･性のある住居関連出版物の分
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コース）でli、開講されていないところも

あり。開講されていてi> r住居学J 2単位

で、選択科目である場合がほとんどである、

栄養士取得以外の専攻（学科。コース）で

は、ほとんどの短大で最低２単位は開講さ

れている。これは、中学校家庭科教員免許

取得に　必要であるためと考えられる。現

在、住居関連の専門コースを設けている短

期大学はまだわずかである。担当教員の専

門分野により開講科目に特色が見られる。

担当者が非常勤講師の場合、特に開講科目

間相互の教育内容の連絡を密にする必要が

ある。その結果、教育効果をより高めるこ

とが可能になると考えられる。また、開講

科目内容としては、単に住宅内にとどまら

ず、住まいを含めた地域環境形成にまでそ

の範囲を広げ、よりよい住環境形成活動を

個人にとどまらず地域ぐるみで主体的に行

おうとする基礎的能力を養う必要があろう


